
1

ある　ある　
むぜおむぜお

府中市郷土の森博物館だより
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復元建物、郷土の森に建つ復元建物、郷土の森に建つ

府中市郷土の森博物館には、現在 8 棟
とう

の建物が移築
復元されています。小学校や役場・民家・商家等、江
戸時代から昭和にかけてにつくられた特徴的なものば
かりです。ここでは、各建物について移築復元された
頃の写真でふりかえりつつ、それぞれの特色を 8 回シ
リーズで紹介します。

その3…その 3…旧河内家住宅旧河内家住宅

郷土の森がオープンする前年の 1986 年（昭和
61）12 月、復元工事がほぼ完了した旧河

こ

内
う ち

家住
宅です。現在、この建物の左奥にある旧田中家住
宅は復元前です。かわりに 1982 年に復元が完了
していた旧府中尋

じ ん

常
じょう

高等小学校校舎が写りこむ、
今では撮影できない風景です。
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　市の北部、畑作を中心としていた「ハケ上」と
呼ばれる地域の農家を復元したかやぶき民家が、
今回紹介する旧河

こ

内
う ち

家住宅です。もともと大
お お

沢
さ わ

村（現三鷹市）に建てられていたのを、人
ひ と

見
み

（現
若
わ か

松
ま つ

町
ちょう

）へ移築したものだと伝えられています。
1983 年（昭和 58）の解体調査によって「天

て ん

保
ぽ う

十五年」（1844）と記された部材が確認されまし
た。これは解体・移築された年で、その建築様式
から創

そ う

建
け ん

自体は 18 世紀後半以前ではないかと考
えられています。
　1968 年頃に行われた調査によって、当時府中
市内に 32 棟の民家が、麦わらや、かやなどを材
料にした、草

く さ

葺
ぶ き

屋根のまま現存していることが明
らかになりました。かつてはほとんどの農家が草
葺屋根でした。しかし 20 年程度で屋根を葺き替
えなくてはならず、防火面でも不安があるため、
府中市域では大正から昭和にかけてどんどん姿
を消していきました。そのため、市内民家の代表
的な間

ま

取
ど

りや使用方法などを公的に保存しよう
という構想が生まれました。そして、現存してい
た中から旧河内家住宅が選ばれ、1983 年に府中
市の重

じゅう

宝
ほ う

（現有形文化財）に指定された後、郷
土の森に復元される前提で解体調査が行われま
した。
　調査により、この建物は江戸～昭和にかけて、
囲
い

炉
ろ

裏
り

の移設、屋根にトタン（鉄板）をかぶせる
など、少なくとも 4 度のリフォームがなされた
ことが判明しました。文化財というと、創建当初
の姿を復元して後世に永く残すもの、と思われる
かもしれません。しかし、この建物はあえてそう
せず、明治末頃に行われた 2 度目のリフォーム
時の様式に復元することにしました。
　明治から昭和初期にかけて、現府中市域では養

よ う

蚕
さ ん

がさかんでした。養蚕自体は江戸以前から行わ
れていましたが、この時期、蚕

かいこ

の育成に最適な
温湿度や、消毒・防虫に関する知識が定着しまし
た。それをもとに、居宅を改造して効率よく養

蚕を行う技術が発達していきました。2 度目のリ
フォームはまさにその時期のものでした。
　現在、府中市域に養蚕農家はありません。しか
し、当時は市全域で行われており、蚕の餌

え さ

となる
桑
く わ

畑
ばたけ

がいたるところに広がっていました。その風
景にこの建物は溶

と

け込んでいたはずです。屋根の
上にある煙

けむり

出
だ

し（換
か ん

気
き

するための窓）や、屋根裏
に設置された蚕を育てる空間など、養蚕農家とし
ての工

く

夫
ふ う

が随
ず い

所
し ょ

にありました。こうした工夫が施
ほごこ

されていない建築当初より、養蚕がさかんだった
歴史を残すため、この時期の復元としたのです。
　今となっては古いかやぶき民家というだけで全
国的に希

き

少
しょう

な存在です。この建物は実際にカマド
や囲炉裏で火を焚

た

いたり、夏の蚊
か

帳
や

吊
つ

りの会場に
なったりと、むかしながらのくらしを再現する舞
台として活用されています。それだけでも貴重な
のですが、失われた府中の養蚕農家の知恵を再現・
保存する建物という意味で、もっと注目されてよ
い存在なのだと思います。� （佐藤智敬）

復元建物、郷土の森に建つ復元建物、郷土の森に建つ

その 3…
旧河内家住宅

解体・移築前（1983 年頃）の旧河内家住宅（上写真）。
当時はかやぶき屋根の上にはトタンがかぶせてあったほ
か、縁側の増設や壁に下見板をつけるなど、リフォーム
が施されていた。復元にあたってそれらは取り払われ、
養蚕がさかんに行われていた頃の姿となった（下写真）。
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最
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勝

　府中市域の多摩川の沖
ちゅう

積
せ き

地
ち

を画
か く

す府中崖
が い

線
せ ん

沿いの台地上では、
古
こ

墳
ふ ん

時代後期 ･ 終末期の約 70 基
き

の古墳が発見されています。古
墳のまとまりを東から白

し ら

糸
い と

台
だ い

古墳群、高
た か

倉
く ら

古墳群、御
み

嶽
た け

塚
づ か

古墳群
と呼んでいます。
　今年の夏、御嶽塚古墳群で新たに 1基の円

え ん

墳
ぷ ん

が発見されました。
御嶽塚古墳群では 21 基目の古墳です。
　調査地は、ＪＲ南武線西

に し

府
ふ

駅の西方約 450 ｍの地点で、比
ひ

高
こ う

約 10 ｍの府中崖線の北約 70 ｍに位置します。墳
ふ ん

丘
きゅう

は残ってい
ませんでしたが、埋

ま い

葬
そ う

施設の河原石積み横穴式石
せ き

室
し つ

とそれを中心
に巡

め ぐ

る周
しゅう

溝
こ う

が残存していました。
　周溝は、幅 2.5 ｍ、深さ 0.3 ｍで、全周の約３分の１が確認
でき、土器片が出土しています。その内

な い

径
け い

から、墳丘の直径は
13 ～ 14 ｍと推定されます。
　河原石積み石室は遺体を安置した玄

げ ん

室
し つ

と、玄室へ続く羨
せ ん

道
ど う

をも
つものです。掘り込みの規模は、南北約６ｍ、幅 3.5 ｍ。積石は、
側壁の一部が４段ほど残っていましたが、かなり破壊されてい
て、細かな形態ははっきりしません。また、副

ふ く

葬
そ う

品
ひ ん

はほとんど残
されていませんでした。
　このように今回発見された河原石積み石室は、けっして残り具
合の良いものではありませんが、その大きさは市内でも最大級
です。南方約 40 ｍで発見された河原石積み石室の 1.5 倍ほどあ
ります。築造は７世紀前半と考えられます。北東約 450 ｍには、
７世紀の中頃に築造されたと推定される上

じょう

円
え ん

下
か

方
ほ う

墳
ふ ん

・武
む

蔵
さ し

府中
熊野神社古墳がありますが、この古墳が築造される以前の地域の
有力者の古墳として注目される発見です。 石室実測図

新発見の石室
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東京オリンピック・レガシー
を求めて

1964東京オリンピック展示の計画
　今年、夏季としては 2 回目となる東京オリン
ピックが開催されました。東京都内は緊急事態宣
言下の原則無観客という、通常とはかなり異なる
状況ではありましたが、さまざまなドラマが生ま
れたことは記憶に新しいと思います。
　博物館ではオリンピック開催に前後して、
1964 年（昭和 39）に開催された前回の東京オ
リンピックと府中に関する展示を計画しました。
府中市内では当時聖火リレーが行われ、競歩競技
の折返し地点となったことが知られていました。
しかし館蔵資料を見渡してみても、関連資料はほ
とんど所蔵していませんでした。そこでまずはど
のような資料が残されているのか探ってみるこ
とにしました。

聖火リレーに関する資料探し
　聖火リレーについては写真が残る程度でした。
当時の『広報ふちゅう』を紐

ひ も

解
と

くと、計 3 区間
に正走者 3 人、副走者 6 人、随

ず い

走
そ う

者 60 人の計

69 人が選出され、小金井市との境付近から調布
市まで駆け抜けたことがわかりました。そこでま
ずは聖火ランナーの情報から探っていきました。
　正走者は最終的にトーチをもらったのではな
いかという情報がありました。１区の正走者だっ
た方は、副走者だったキャスターの小倉智昭さん
と、2019 年にラジオで 55 年ぶりに対談してい
ました。その中でトーチを持っていない（手放し
た）、と話したことを知りました。第 2 区の正走
者は所在不明で、残る第 3 区の正走者にたどり
つき、連絡をとることができました。
　現在市外にお住まいのこの方は、トーチととも
に、府中市発行の聖火ランナー委

い

嘱
しょく

状
じょう

、自身が
走った際の写真を所蔵されていました。しかし
トーチは完全な形ではなく、グリップ部分にあた
るトーチホルダーが失われていました。走った
後、聖火リレーを管轄していた陸上関係者に渡し
たのではないかとのことでしたが、当時本人は高
校生。記憶もあいまいで、探索はしましたが現在
も行方不明です。

ＮＯＴＥ

聖火リレー 3 区で使用されたトーチ（部分）。「TOKYO 1964」という

ロゴマークが刻印されており、聖火を灯した痕跡のススがついている。

佐 藤  智 敬



4 5

　1964 年の東京オリンピックは、戦後復興を
テーマの一つとしていたこともあり、開催自体が
当時の人々に強烈な印象を与えました。そのた
め、選手や聖火ランナー経験者でなくとも、個々
人が思い出とともに東京オリンピックにまつわ
る記念碑的なレガシーを持ち伝えていたといえ
るでしょう。
　しかし、そのレガシーも、放っておくといずれ
失われてしまいます。府中と関連するものである
ならば、個人から博物館へのレガシーの継承が必
要になってくると感じています。
　このため、2021 年の東京オリンピックと府中
にまつわる情報や資料についても、早いうちに集
めておきたいと考えていました。すると、記念品
やボランティアユニフォーム、コロナ禍をうけ公
道で実施されなかった聖火リレーのトーチなど
の寄贈を受けることになりました。それに加え
て、前回のオリンピック資料も改めて集まりつつ
あります。
　展示活動を通して、有形無形にかかわらず様々
な府中におけるオリンピック・レガシーが残され
ていることがわかってきました。こうしたものを
いかに博物館として伝えていくことができるか
は、今後の大きな課題です。

　さらに調査を進めていくなかで、2 区の随走者
で、着用したユニフォームをお持ちの方が見つか
りました。その方は当時中学生で、学校からの推

す い

薦
せ ん

で選出されたのだそうです。ユニフォームとと
もに、ランナー委嘱状や当時の写真などもお持ち
でした。

続々見つかるオリンピック記念資料
　並行した調査の過程で見つかったのは聖火リ
レーにまつわるものだけではありませんでした。
　抽選結果（当選）のハガキとともに、観覧した
閉会式の半券を保存していた方がいました。その
ほか、当時の雑誌や新聞記事をスクラップしてい
る方、発行された記念千円硬貨や記念切手などを
保存している方が見つかりました。それぞれの方
が、当時の思い出を人生経験も踏

ふ

まえながら懐
な つ

か
しそうに語られていたのが印象的でした。
　前回の東京オリンピックが開催されたのは今
から 57 年前。当時 20 歳だった人は現在 77 歳
です。そうした世代の人たちにとって、自分自
身の経験は「ちょっと昔」の出来事なのでしょう。
当時を知らない筆者からすれば、今回の資料調査
は貴重なものが市内にまだまだ残されていると
いう発見の連続でした。
　こうして、東京オリンピックに関する資料は
続々と集結し、ミニ展「1964 東京オリンピック
と府中」を 2019 年 10 月～翌年 9 月まで開催す
ることができました。
　しかしこの展示会期中に開催されるはずだっ
た 2020 年の東京オリンピックは、コロナ禍

か

によ
り 1 年延期されました。そこで 2021 年の 7 月
～ 9 月、実際のオリンピック開催にあわせて同
名のミニ展を改めて実施し、1964 年の東京オリ
ンピックにまつわる資料を 2 回にわたって展示
することになったのです。

オリンピック・レガシーとその保存
　オリンピックは各開催地ごとにオリンピック・
レガシーが残ります。レガシーとは遺産・遺物と
いった意味ですが、オリンピック開催を契

け い

機
き

とし
て社会に生み出される有形無形の持続的な効果
がオリンピック・レガシーと規定されています。
東京であれば国立競技場の建設や道路の整備、そ
れに伴うくらしの変化などが該当するでしょう。

1964 年に府中市内の聖火リレーで使用
されたユニフォーム



6

　流
は や り

行病
やまい

は、古くから疫
え き

病
びょう

神
が み

がもたらすとされ
ていましたが、コロリ（コレラ）流行の際には、
さらに「毒」や「狐

きつね

」を原因とする俗
ぞ く

説
せ つ

が広ま
りました。開国という大きな時代の転換期だった
からか、「近海に繋

つ な

がれた異国船が海中に毒を流
した」「イギリス人が小さな狐を連れてきて、日
本に禍

わざわい

をもたらすために置いて帰った」等、外
国による陰

い ん

謀
ぼ う

説もありました。多くの人が魚を食
べて発症したため、なかには海中に毒が出ている
場所があるという話も。魚を避

さ

ける人が増え、鮨
す し

ネタも椎
し い

茸
た け

や乾
か ん

瓢
ぴょう

が用いられたため、それらの
値段が普段の倍になったと言います。
　様々な噂

うわさ

が飛び交
か

うなか、この悪病が自分の
もとに訪れないように、人々が熱心に行ったこと
は、まじないと祈願でした。今回も本

ほ ん

宿
しゅく

村小
お

野
の の

宮
み や

（住
す み

吉
よ し

町
ちょう

）の治右衛門が記した安
あ ん

政
せ い

5 年（1858）
の記録から、その状況を見てみましょう。
　コロリ除

よ

けに一番人気の神社は、三
み つ

峯
み ね

と御
み

嶽
た け

で
した。これは、両社が狐を調

ちょう

伏
ぶ く

できる狼
おおかみ

を眷
け ん

属
ぞ く

とするためで、8 月 25 日には小野宮からも青梅
の武

む

蔵
さ し

御嶽神社に参詣しています。この頃、三峯
には多い時で１日 800 人が訪れ、その道筋にあ
る八王子・拝

は い

島
じ ま

・青梅・五日市等の旅
は た ご

籠屋
や

は大い
に賑

に ぎ

わいました。現在であれば、移動を制限して
人
じ ん

流
りゅう

を抑
よ く

制
せ い

するところですが、コロリ除けの名
の下

も と

に真逆の事態が出現していたようです。
　府中近辺では、七か所の薬師に詣

もう

でると感染を
免
まぬが

れると言われ、国分寺をはじめ、車
くるま

返
がえし

村（白
しら

糸
い と

台
だ い

）の本願寺、是
こ れ

政
ま さ

村（是政）の宝
ほ う

性
しょう

院
い ん

等に人々
が群集。この機会を利用し、国分寺周辺の農家は
参詣者に柿や栗等を販売したとありますから、な
かなか商

しょう

魂
こ ん

たくましかったと言えます。
　８月下旬には、六

ろ く

所
し ょ

宮
ぐ う

（大
お お

國
く に

魂
た ま

神社）から獅
し

子
し

頭
がしら

と神宝の太
た

刀
ち

の御
お

蛇
じ ゃ

丸
ま る

を借りて府中宿や八
は ち

幡
ま ん

宿
しゅく

村（八幡町）、屋
や

敷
し き

分
ぶ ん

村（美
み

好
よ し

町
ちょう

）等を巡
じゅん

行
こ う

し
ています。神

し ん

威
い

によって村をきよめコロリを祓
は ら

お
うとしたのでしょうが、これらの神物が外に出る
のはこの時が初めてだったと記されています。

　まじないとしては、8 月中旬から江戸でヤツデ
の葉・杉の葉・唐

と う

辛
が ら

子
し

・赤い紙を１つに結んで門
か ど

口
ぐ ち

に掛
か

けることが始まりました。しかし、数日後
には良くないという話が広まり、みな捨てたとあ
り、流

りゅう

言
げ ん

に振り回されて右
う

往
お う

左
さ

往
お う

する人々の様
子がよくわかります。
　このような状況に対して治右衛門は、次のよう
な苦言ともとれる言葉を呈しています。
　「人々はこの病災を逃れようと、私財を費

つ い

やし
遠方の神仏に足を運び祈念することが最上だと
思っている。この辺りから成田山に参詣する人も
いれば、下

し も

総
う さ

（千葉県）から御嶽山に詣でる者も
いる。一方、相

さ が み

模（神奈川県）から府中の六所宮
に参る人がいれば、府中から大

お お

山
や ま

に詣でる者もあ
る。遠方に行く前に、まず何よりも村の鎮

ち ん

守
じ ゅ

に
日々参詣し、その後にほかの神仏を祈るべきであ
る」。…ごもっとも。� （花木知子）

府中の史料に見る府中の史料に見る

江戸時代の流行病江戸時代の流行病  ⑦コロリ除けのまじないと祈願

遠方まで祈願に赴く人々への治右衛門からの苦言（？）
「本宿小野宮 内藤治右衛門家文書」
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　季節は、すっかり灰色モードです。ひたすら春
が待ち遠しく思えるこの時期、園内の花は乏

と ぼ

しい
のですが、代わりに「森」を構成する樹木たちが、
様々な葉の色模

も

様
よ う

をアピールします。
　園内の樹木はメインストリートのケヤキ並木
を筆

ひ っ

頭
と う

に落
ら く

葉
よ う

樹
じ ゅ

が多く、雑木林のクヌギ・コナラ・
イヌシデの他、ハケ下の流れに沿って連なるモミ
ジなどがその中心となっています。これらは冬に
なると葉を落とし、幹

み き

と枝だ
けの姿で空

く う

虚
き ょ

な景観を醸
か も

し出
します。まさに冬枯れと言う
表現がぴったり当てはまる情
景です。但し、葉を落とす前
には見ごたえのある光景が園
内を彩

いろど

ります。それは紅
こ う

葉
よ う

です。
　紅葉は、活発に光

こ う

合
ご う

成
せ い

を行っ
た後、もはや活動不能となっ
て散りゆく葉が直前にお色直
しをして別れを告げているよ
うにも見えます。切ない反面、
秋から冬の淀

よ ど

んだ空気を一
い っ

掃
そ う

してくれる有
あ り

難
が た

い現象でもあ
ります。紅葉については、本
誌 No.122 の NOTE「変身！紅
葉マジック」で詳しく説明した通り、赤く映

は

える
数種のモミジが代表的ですが、県木園のイチョウ
など鮮

あ ざ

やかな黄色も壮
そ う

観
か ん

です。モザイク状に園内
を埋

う

め、様々な復元建物などを背景に独特の風
ふ

情
ぜ い

を演出します。但し、赤と黄だけの装
そ う

飾
しょく

では不
完全に思えます。森本来の色彩は、樹木を覆

お お

う葉
の緑にこそあるのではないでしょうか。落葉樹に
混じり、冬でもしっかりと葉を付けている常

じょう

緑
りょく

樹
じ ゅ

の存在があればこそ、紅葉が終わっても、寒
さ む

空
ぞ ら

に緑を残すことができるのです。ましてや紅葉の
時期には、赤と黄をほど良く合わせ、３色一体で
独特の明るさを提供してくれるのです。まさに常
緑が紅葉とコラボして特別な色模様を作ってい
るというわけです。

　常緑樹と落葉樹は見た目が全く異なります。そ
れぞれの越冬に関わる進化の違いから来ている
ものです。日本は北国の落葉樹中心の森と、関西
以南の常緑樹中心の森で構成されています。北で
は冬の寒さが厳しいので葉も凍

こ お

ってしまうこと
から、樹々は冬季休業する形に進化しました。ゆ
えに落葉樹の葉は寒さに耐

た

える必要が無くサラ
サラした感じに見えます。反対に常緑樹の葉は寒
さに挑

い ど

むため体を鍛
き た

える方向に進化しました。そ
のため、クチクラ層という防

ぼ う

御
ぎ ょ

層を厚くして葉が
服を着込むスタイルとなり、厚くゴツゴツした感
じです。和風庭園などでは豪

ご う

華
か

さや威
い

厳
げ ん

を重視
し、少し重たい雰

ふ ん

囲
い

気
き

を出す常緑樹が中心になっ
ており、モチノキやサザンカなどが良く使われて

いたようです。近年はむしろ軽
やかなテイストが人気で、落
葉樹の割合が増えてきました。
暑い夏には日差しを遮

さえぎ

り、寒
い冬には葉を落とし光を取り
込んでくれるため、用途として
も都合が良いからです。逆に
常緑樹では冬場の日光がガー
ドされ地上や部屋には届きま
せん。反面、常に葉のあるこ
とで垣

か き

根
ね

などの目
め

隠
か く

しには最
適です。園内に復元された農
家の防風生

い け

垣
が き

として常緑のシ
ラカシが使われていることか
らも大変有効であることがわ
かります。日差しの問題も木

こ

漏
も

れ日が通るような剪
せ ん

定
て い

を施
ほどこ

せば、まんざらでも
ありません。何よりも落葉樹が散らかす大量の落
ち葉が生じないので、掃

そ う

除
じ

に手を患
わずら

わす心配が
ないのですから。
　当館園内は両者が適所に分散し、「郷土の森」
は常緑＆落葉のブレンド樹林です。あっという間
に紅葉が過ぎ、赤と黄が消滅したとしても、引き
続き常緑の葉は冬でも青く繁

し げ

り、冷たい情景を緩
か ん

和
わ

してくれる役割を果たします。本来の働きは酸
素を生

せ い

成
せ い

し、森の空気を浄化する常緑樹。暗い冬
の景観にとっても清

せ い

涼
りょう

剤
ざ い

になっているのです。加
えて、自身の緑を交えた３色の妙

みょう

で紅葉の見え方
まで一新する功績を称

た た

えれば、常緑樹はまさに「浄
力樹」と呼ぶに相

ふ さ わ

応しいでしょう。� （中村武史）

②冬の常緑樹讃歌

園内植物探訪園内植物探訪

園内に落葉したモミジ
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離は、1985 年からの観測では年間約 6 ㎝ずつ、
2011 年の東日本大震災以降は約 12 ㎝ずつ近
づいていると測定されています。このままいけ
ば、約 1億年後には日本とハワイが陸続きにな
るかもしれません。現在は飛行機に乗っても日
本から 8時間ほどかかり、日帰りは難しいです
が、1億年後には 2泊 3 日でもゆったり観光が
できるでしょう。
　さらに 2億５千万年後には、日本とオースト
ラリアも陸繋

つ な

がりになり、北半球に「超大陸ア
メイジア」が誕生するという説もあります。そ
うなれば、車や電車で世界一周旅行も夢ではあ
りません。　　
　とはいえ、１日の長さも、大陸の移動のスピー
ドも、最終的には地球まかせ。地球の自転のス
ピードの変化も一定ではありませんし、ハワイ
旅行に行く前に、日本がユーラシア大陸とつな
がったり、ハワイがプレートの下に沈んでし
まったりする可能性もあります。それは地球が
生きているからです。そう考えると、ハワイが
目の前に来るかもしれない未来の地球を夢見る
よりは、今の地球を満

ま ん

喫
き つ

する方が良いかもしれ
ませんね。　　　　　　　　　　�（塚田小扶里）

※
あ
る
む
ぜ
お　

イ
タ
リ
ア
語
で
︻
博
物
館
で
︼︻
博
物
館
に
て
︼
の
意

〒 183 − 0026�東京都府中市南町 6 − 32　
TEL�042 − 368 − 7921�

　1 日が 24 時間よりも、もっと長かったらい
いのに…、もっと気軽に海外に行けたらいいの
に…なんて夢見たことはありませんか︖�その
夢、未来の地球が叶

か な

えてくれるかもしれません。
　実は、地球が約 46 億年前に誕生してから、
これまでずっと 1 日が 24 時間（正確には 23
時間 56 分 4 秒）だったわけではありません。
地球の 1 日は、地球自身が一回り（自

じ

転
て ん

）す
るのにかかる時間です。地球が誕生して間もな
いころは、1 日が 4 ～ 6 時間ほどだったと言
われています。これでは、あっという間に日が
暮れてしまい、1 日の中で仕事や学校に行った
り、睡眠をとったりすることは難しいですね。
では、なぜ 1日の長さが伸びたのでしょうか︖�
その理由は、月にあります。
　右下の図を見てください。月の引力と地球の
遠心力によって、海面の高さに差ができ、海水
の部分は楕

だ

円
え ん

のような形になっています。その
高いところが月に引っ張られると、地球の自
転とは逆方向に力が働くことになります。その
結果、海水と海底の間に摩

ま

擦
さ つ

が起き、自転にブ
レーキがかかって、回転が遅くなっていくので
す。その量は 100 年に約 0.0024 秒なので、1
日が約１時間長くなるためには、1億年以上か
かる計算になりますが…。
　今から 1 億年ほど先の未来では、地球の陸
地の様子も今とは違っています。日本の目の前
にハワイがあるかもしれません。
　地球は陸地や海を乗せた十数枚のプレート
で覆

お お

われています。プレートは、厚さ 60 ～
100 ㎞ほどの巨大な岩板です。その下にはマ
ントルと呼ばれる、岩石なのにゆっくりと対流
して動いている層があります。そのためマント
ルが動くと、プレートやその上の陸地も少しず
つ動いていきます。実際に日本とハワイの距

府中市郷土の森博物館
http︓//www.fuchu-cpf.or.jp/museum/

太陽系惑星ツアー太陽系惑星ツアー

③未来の地球は理想的？

地球の自転が遅くなるメカニズム


